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な前提から出発する。まず第 l に，国内の産業を次のように分類する。 (1) 国内で賃金財と
(1) Keynes, The General Theory of Employment, Interest and Money, 1936. 
( 2 ) Pigou, The Theory of Unemployment, 1933. 
(3) このような見解は， Huchison (1978) , Collard (1981) に始まる。















したがって，賃金財産業での賃金の支払いは， x F' (x) となる。ただし，労働の限界生産力
は正で，それは逓減するものとすると，
F'(x)>ü , F"(x)くO である。















Eγ={ザ(x)/ﾘ(x)} / {F"(x)/ F'(x)} = {xﾘ'(x)/ Ø(x)} ヲ
( 5 ) Keynes (1936) , p. 273. 
(6) ケインズはピグーの『失業の理論』における雇用量の基本的な決定因を 1 つは労働者が契約に当た











用されている者の数とは互いに独立であり，賃金労働者となりたい者 (would-be wage-ear. 
ners) の数と現実に雇用されている被雇用者数との聞には， 前者の数が減少するか， あるい
は後者の数が増加すれば失業者数が減少することを意味するものと考えられている o (Pigou 












は高い水準に移動するけれども，垂直な部分はそれにも拘らず点P を通る。J C1MK , Vol. 


















がって，安定した状況の下で、は，全ての人が実際に雇用されるであろう J CPigou (1933) , p. 
252) と述べており， またこのような労働者聞の競争，労働者の移動について制限があること
を前提にしているのが， w失業の理論』の理論である。













(8) The Collected Writings of John Maynard Keynes (Wケインズ全集~)については， JMK で












とにする。その内容は先ず第 1 に， ピグ一理論は完全雇用を前提とし，したがって失業を説明
することができない， r失業の理論』という書物の表題は誤称 (misnormer) (Keynes 









である。すなわち n は実質賃金率 F'(x) のもとで利用可能な労働供給である。
ケインズによれば，以上の二つの方程式から現実の雇用量を決定しようとするのがピグーの
理論であると解釈され，未知数が， x , y , 11， の 3 個にたいして，方程式が 2個であるため，こ
れらを決定するもう一つの方程式を追加する。その方程式が， r非自発的失業が存在しない，
すなわち現行の実質賃金のもとで利用可能なすべての労働が実際に雇用されると想定J (Keyｭ
nes (1936) , p. 274.) することを示す次の方程式である。
。(x)=x(x)
この解釈は， ピグ一理論は完全雇用を前提としており，古典派の雇用理論によれば摩擦的失業
と自発的失業 (Keynes (1936) , p. 6.) しか説明出来ないということを意味する。
しかしながらこのケインズの解釈は，すで、に言及したように， ピグーの理論は長期的な観点
(9) ケインズのピグー批判は， Keynes (1936) (W一般理論~)の第 2章，および第19章の補論において
主として展開されている。しかしここでは第四章の補論で展開されている内容について取りあげるこ
とにする。



























(11) JMK , Vo1. XIV, p. 36. 1936年 5 月 28 日付けのケインズからホートレイ宛の書簡。
(12) ピグ}のような逆L字型の供給関数に関してケインズはホートレイとの往復書簡で批判的に言及し
ているがここでは触れないことにする。 JMK， Vo1. XIV , p. 36, p. 43. を参照せよ。なお典型的な
古典派の労働市場に関するテキスト的な解釈は，多くのテキストに述べられているがここでは， Abel 





る。このことはピグー理論が「労働需要と雇用量はいかなるところでも同一で、ある J (Pigou 



























(13) Cottrell (1994) , p. 684. を参照せよ。




第 1 に，ケインズのピグ一理論の解釈として， ピグーが短期においても長期においても完全
雇用を前提とした理論を展開しているというケインズの主張は，誤りである。このような解釈
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